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熱気あふれる庄原の夏



　

●庄原イーストカープ

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ

「注文をまちがえるレストラン」
実行委員会

　東小学校児童で構
成する少年野球チー
ムです。本年で創部
45 年目を迎えました。

「チーム一丸　全力野
球」をモットーに、平
日、土日と練習、大会
に臨み、大好きな野球
を通して感謝する気
持ち、仲間を思いやる
気持ち、最後まであき
らめない気持ちなども
育んでいます。
　８月に、長く親交のあるチームのご厚意で、マツダスタジアムで親善試合
をさせていただきました。憧れの場所でプレーし、大きな経験と喜びを得る
ことができました。
　現在、１年生から６年生まで 16 人が在籍しています。これからも子どもた
ちに温かいご声援をお願いします。
事務局　近藤重喜

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

認知症の人が活躍できる場所の提供など

問
い
合
わ
せ

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
い
ち
ば
ん
づ
く
り
係

☎
０
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２
４
‐
73
‐
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２
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８ 市民活動団体登録をしませんか？

市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。
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比
婆
山
を
望
む
　
　
　
　
　
　
　

「
下
湯
川
の
常
夜
燈
」

　
比
和
町
か
ら
高
野
町
へ
向
か
っ
て

王お

い

だ

わ

居
峠
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
目
の
前

に
田
園
地
帯
が
広
が
り
ま
す
。
国
道

４
３
２
号
を
市
役
所
高
野
支
所
に
向
け

て
進
む
と
下
湯
川
に
「
常
夜
燈
」
が
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
常
夜
燈
は
、

比
婆
山
を
遥
拝
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

備
後
西
口
の
参
詣
路
上
に
置
か
れ
、
遠

方
か
ら
の
巡
礼
者
を
導
く
陸
の
灯
台
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
常
夜
燈
か
ら
遥
か
東
に
比
婆
山
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
高
野
山
の
　
　
　
　
　
　
　
　

「
乳
下
が
り
大
イ
チ
ョ
ウ
」

　

国
道
４
３
２
号
を
さ
ら
に
進
む
と
、

天
満
神
社
の
境
内
に

あ
る
「
乳
下
が
り
大

イ
チ
ョ
ウ
」
が
見
え

て
き
ま
す
。
樹
齢
は

千
年
近
い
と
推
定
さ

れ
、
幹
囲
９
・
６
メ
ー

ト
ル
と
県
下
第
１
位
の
巨
木
で
、
広
島

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

　

街
道
沿
線
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
す
る
「
比

婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
」。

　

先
月
号
に
続
い
て
、
い
ざ
な
み
ッ
ク

２
０
１
９
第
３
回
比
婆
い
ざ
な
み
街
道

マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
コ
ー
ス
の
見
ど
こ
ろ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
高
野
地
域
で
す
。

物語 第６話

す
。
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
は
、

艶
や
か
な
黄
葉
を
身
に
ま
と
い
、
圧
倒

的
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

り
ん
ご
の
産
地
　
　
　
　
　
　
　

「
高
野
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
」

　

り
ん
ご
の
産
地
高
野
町
下
門
田
地
区

に
あ
る
「
ア
ッ
プ
ル

ロ
ー
ド
」
も
見
ど
こ

ろ
の
ひ
と
つ
。

　

高
野
町
は
年
間

平
均
気
温
が
約

10
℃
と
冷
涼
な
気

候
で
朝
夕
の
気
温

差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
り
ん
ご
の
栽

培
に
適
し
た
地
と
さ
れ
、
約
60
年
前
に

本
格
的
な
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
は
、
栽
培
技
術
が
確
立
さ

れ
て
お
ら
ず
、
大
変
な
苦
労
も
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
う
し
た
苦
難
を

乗
り
越
え
て
栽
培
さ
れ
る
り
ん
ご
は
、

実
が
締
ま
り
、
酸
味
と
甘
味
の
バ
ラ
ン

ス
が
絶
妙
で
お
い
し
い
と
評
判
を
呼

び
、
今
で
は
広
島
県
を
代
表
す
る
り
ん

ご
の
産
地
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ざ
な
み
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
11
月

は
ま
さ
に
り
ん
ご
が
旬
を
迎
え
ま
す
。

り
ん
ご
の
ほ
の
か
な
香
り
を
楽
し
み
な

が
ら
、
高
原
の
ま
ち
高
野
町
を
駆
け
抜

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　私たちは、認知症の人が活躍できる場所の提供や、市民と
のふれあいを通して、認知症への理解を得るとともに、認知症の人
が社会との接点を持ちながら、生き生きと暮らすことを目指して活
動しています。注文や配膳を間違えることがあっても、笑って許し
合う。そんな「明るく寛容な社会」を、私たちと目指しませんか。
　本年度、１日限定で認知症の人が接客を行う「注文をまちがえて
もおいしい店」を開店します！

『注文をまちがえてもおいしい店　ｓｈｏｂａｒａ』
とき　10 月 18 日（金）11 時～ 14 時 30 分（入れ替え２部制）
ところ　レストラン「ふらり」（備北丘陵公園北入口エリア）
　　　　※定員がありますので、ご利用には申し込みが必要です。
申し込み・問い合わせ
事務局　上原町 1810-1 愛生苑内（代表：戸谷　修二）
☎ 080-2901-4877（担当：坂村）　FAX0824-72-7781
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ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：
笑顔いっぱい、大きく
なってね！

畠は
た
な
か中　

優ゆ

い衣
ち
ゃ
ん
（
総
領
町
）

Ｈ
30
年
11
月
25
日
生
ま
れ

父母より：
優 し く 元 気 に 育 っ て

ね！

畠は
た
な
か中　

心み

ゆ優
ち
ゃ
ん
（
総
領
町
）

Ｈ
28
年
９
月
９
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係
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２
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‐
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１
３
２

経
営
上
の
特
性

　

遊
休
地
を
活
用
し
た
栽
培
に
は
、
最

も
適
し
て
い
る
花
き
で
し
ょ
う
。

　

一
度
植
え
付
け
た
ら
10
年
以
上
切
り

枝
を
継
続
で
き
、
そ
の
間
の
管
理
は
除

草
と
年
1
回
の
施
肥
く
ら
い
で
、
手
間

が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

難
点
は
植
え
付
け
後
切
り
枝
ま
で
に

数
年
を
要
す
る
た
め
、
そ
の
間
に
雑
草

に
負
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

花
が
少
な
い
時
期
の
出
荷
に
な
る
た

め
、
有
利
販
売
が
期
待
で
き
ま
す
。

品
種
と
栽
培
の
概
要

　

切
り
枝
専
用
品
種
と
し
て
は
、「
啓

翁
桜
」
が
一
般
的
で
す
。

　

苗
の
植
え
付
け
は
11
月
ま
た
は
３
月

が
適
し
て
い
ま
す
。
植
え
付
け
後
４
年

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員
　
永な
が
お
く奥

　
　
啓
は
じ
め

く
ら
い
は
株
を
育
て
、
切
り
枝
は
行
い

ま
せ
ん
。
そ
の
間
、
特
別
な
管
理
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
切
り
枝
は
早
く
て
も

４
年
か
ら
に
な
り
ま
す
。

栽
培
の
方
法

①
ポ
イ
ン
ト

　

生
育
中
に
肥
料
分
が
多
す
ぎ
る
と
、

品
質
が
大
き
く
低
下
す
る
の
で
、
肥
料

の
や
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
す
。

②
肥
料

　

株
養
成
中
は
冬
期
に
１
ア
ー
ル
当
た

り
鶏
糞
を
10
キ
ロ
施
用
し
、
５
月
ご
ろ

に
化
成
肥
料
を
チ
ッ
ソ
成
分
量
で
０
・

４
キ
ロ
施
用
す
る
だ
け
に
し
ま
す
。

　

成
株
で
は
肥
料
が
多
い
と
二
次
成

長
し
て
品
質
を
低
下
さ
せ
る
の
で
、
５

月
に
化
成
肥
料
を
チ
ッ
ソ
成
分
量
で
１

ア
ー
ル
当
た
り
０
・４
キ
ロ
施
用
し
ま
す
。

③
病
害
虫

▼
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
…
病
気
や
害
虫
の
害

は
受
け
に
く
い
花
き
で
す
が
、
ま
れ
に

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
繁
殖
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
多
発
し
た
ら
早
春
と
落
葉
時

に
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
の
切
り
枝
栽
培
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　しょうばら縁結びと広島県の「こいのわプロジェクト」が
タッグを組んでおせっかい！
　高野地域を舞台に、道の駅たかのプロデュースの絶品ラン
チとりんご狩りを楽しみながら、いつもとは違う出会いを楽
しみませんか？

【開 催 日】10 月 26 日（土）
【会　　場】庄原市内（参加者にのみお伝えします。）
【募集人数】男女各５人程度
　　　　　 ※人数が多い場合は抽選となります。
　　　　　 ※男女ともに３人以上の申し込みがない場合は
　　　　　　 中止します。

【参 加 費】男性 2,500 円　女性 2,000 円
【申し込み】しょうばら縁結びホームページから
　　　　　  お申し込みください。

【申込期限】10 月 16 日（水）

11 月以降も毎月テーマを変えて開催予定です！最新
の中結びイベント情報は、しょうばら縁結びのホー
ムページよりご確認ください。

少人数で出会いたい方向け！

気軽さが人気の中結びイベント

【開 催 日】10 月６日（日）
【集合時間】男性：10 時　女性：11 時
　　　　　※広島市付近にお住まいの女性向けのバスあり。
　　　　　　（広島駅と広島県庁で乗車可）

【集合場所】道の駅たかの
【対　　象】20 歳以上の独身の方
　　　　　※しょうばら縁結びの会員登録が必要です。

【募集人数】男女各 20 人
　　　　　※人数が多い場合は抽選となります。（男性は庄原市内の方優先）

【参 加 費】男性 3,000 円　
　　　　　  女性 2,500 円　※往復バスを利用する場合は 3,000 円

【申し込み】しょうばら縁結びホームページから
　　　　　  お申し込みください。

【申込期限】９月 25 日（水）

【夫：30 代】女性と出会う機会がないので、
希望に沿って紹介してもらえてよかった
です。しょうばら縁結びは庄原市内の人
が多いので、共通点も多くて話しやすかっ
たです。今こうして結婚生活を送れて本
当に幸せです！

【妻：20 代】最初は正直抵抗がありました。
でも、コンシェルジュさんに「会ってみ
ない？」と背中を押してもらえて勇気が出
ました。きめ細やかにサポートしてくれ
て、見守ってくれている感じがしました。
彼と楽しい毎日を過ごしています。

　縁結びコンシェルジュが担当につき、希望に

沿った相手を探します。相手が見つかり、双方が

会うことを希望すれば、担当の縁結びコンシェル

ジュ立ち会いのもとでお引き合わせします。

　現在、120 人以上の方が利用しており、利用者

を随時募集しています。イベントが苦手な方や、

早期の結婚を希望する方におすすめです！

私たちと一緒に

　 頑張りましょう！

 イベントに関する問い合わせ

庄原市総合サービス株式会社
☎ ０８２４ｰ７５ｰ０６００
ホームページ　https://shobara-enmusubi.jp/

浅
あさ

井
い

瑠
る

美
み

子
こ

さん（左）と

田
た

村
むら

　香
か

織
おり

さん

　縁結びコンシェルジュと
　　一緒にご縁を探しませんか？

１対１の出会いは小結びで

 インタビュー

私たち、

小結びで結婚しました。
昨年６月に小結びで出会い、
本年の６月に入籍したご夫妻

　会員制で、結婚を望んでいる方にさまざまな支援を行い、
結婚を後押ししている「しょうばら縁結び事業」。
　会員数は 520 人を超え、これまで 32 人の方から成婚報告
を受けています。今回は、これから開催予定のイベントなど
をご紹介します。

しょうばら
縁結び事業

今後もイベント続々！

この秋、
庄原で恋をしよう。

大結びイベント「りんご狩りで縁結び」

10月は 20代向けの
ハロウィンイベント！

自治定住課定住推進係　☎ 0824 ｰ73 ｰ 1257

　10 月１日から消費税率が 10％に変更される
ことに伴い、上下水道料金などに含まれる消費
税額相当分も、10 月以降の使用分（12 月検針・
12 月請求分）から税率 10％を適用した金額に

変わります。
　なお、水道加入金と水道工事負担金は、10 月
１日請求分から税率 10％を適用します。

「上下水道料金」が変わります

12月請求分から

《税率適用前と適用後の料金の例》 ※１円未満の端数金額は切り捨て　

●水道料金●
一般家庭で多く使用されている口径13㎜の
メーターを使用し、１カ月で20㎥の水道水を使
用した場合

●下水道料金●
水道水のみを使用する世帯で、１カ月で20㎥の
水道水を使用した場合

【令和元年 11 月請求分までの税率８％の場合】

▶基本料金（８㎥まで）1,296 円
▶超過料金（８㎥を超え 20㎥まで）183 円 / ㎥
　　　　　　183 円× 12㎥＝ 2,196 円
　　　　　 （1,296 円＋ 2,196 円）× 1.08 ＝ 3,771 円

3,771 円

【令和元年 12 月請求分以降の税率 10％の場合】

▶基本料金（８㎥まで）1,296 円
▶超過料金（８㎥を超え 20㎥まで）183 円 / ㎥
　　　　　　183 円× 12㎥＝ 2,196 円
　　　　　 （1,296 円＋ 2,196 円）× 1.10 ＝ 3,841 円

3,841 円

【令和元年 11 月請求分までの税率８％の場合】

▶基本料金（８㎥まで）1,296 円
▶超過料金（８㎥を超え 20㎥まで）172 円 / ㎥
　　　　　　172 円× 12㎥＝ 2,064 円
　　　　 　（1,296 円＋ 2,064 円）× 1.08 ＝ 3,628 円
　メーター使用料（口径 13㎜）86 円× 1.08 ＝ 92 円

合計 3,720 円

【令和元年 12 月請求分以降の税率 10％の場合】

▶基本料金（８㎥まで）1,296 円
▶超過料金（８㎥を超え 20㎥まで）172 円 / ㎥
　　　　　　172 円× 12㎥＝ 2,064 円
　　　　　 （1,296 円＋ 2,064 円）× 1.10 ＝ 3,696 円
▶メーター使用料（口径 13㎜）86 円× 1.10 ＝ 94 円

　合計 3,790 円 ※水道水以外の水（井戸水など）を使用している場合は、世帯人
数に応じて認定した水量などにより計算します。

●問い合わせ
　西城市民病院　☎０８２４ー８２ー２６１１

　水道課業務係　☎０８２４ー７３ー１１９７　　下水道課管理係　☎０８２４ー７３ー１１７５

　西城市民病院では、特別室などの使用料や診断書など

の交付等手数料の一部に、10 月１日から税率 10％を適用

しますのでご留意ください。

西城市民病院事業に関する使用料と手数料も変わります！
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市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

こ
ん
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

あ
り
ま
し
た
！

排
水
管
高
圧
洗
浄
の
投
げ
込
み
チ
ラ
シ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

　

最
近
、主
に
戸
建
て
住
宅
に

お
住
ま
い
の
人
を
対
象
に
「
排

水
管
の
高
圧
洗
浄
を
地
域
一
斉

工
事
に
よ
り
実
施
す
る
」と
い

う
チ
ラ
シ
が
出
回
っ
て
お
り
、

「
工
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
の

か
」な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

チ
ラ
シ
に
は
「
庄
原
市
第
１

地
区
に
お
住
ま
い
の
皆
様
へ
」

と
、公
共
工
事
に
よ
る
工
事
で

あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
内
容
の

ほ
か
、「
格
安
料
金
に
よ
り
実
施

が
で
き
る
」な
ど
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。

　

チ
ラ
シ
の
内
容
を
う
の
み
に

し
て
一
度
業
者
を
呼
ん
で
し
ま

う
と
、他
の
工
事
も
勧
め
ら
れ

る
な
ど
し
て
、結
果
的
に
高
額

な
契
約
を
結
ば
さ
れ
る
場
合
も

買
い
物
や
契
約
、ク
ー
リ
ン
グ
・ 

オ
フ
に
関
す
る
相
談
は

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
！

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
８

平
日
９
時
～
16
時
（
12
時
～
13
時
は
除
く
）受
付

あ
り
ま
す
の
で
、十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

洗
浄
を
依
頼
し
た
い
場
合

は
、必
ず
複
数
の
業
者
か
ら
事

前
に
見
積
も
り
を
取
り
、洗
浄

す
る
箇
所
や
内
容
を
確
認
し
た

上
で
、家
族
や
周
り
の
人
に
相

談
し
て
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場

合
、契
約
書
面
等
を
受
け
取
っ

て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　自治振興区が取り組む地域課題の解決や、地域づくりなどを支援する「庄原市自治振興区活動促進補
助金」の本年度採択事業を、審査会による審査を経て決定しました。４自治振興区４事業が採択となり、
地域の特色を生かした事業展開が期待されます。
　それぞれの事業は、地域の将来像や課題解決に向けた取り組みなどをまとめた「地域振興計画」に基
づき、自治振興区の皆さんの創意工夫により実施されるものです。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
県
内
で
た
め
池
が

決
壊
し
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
も

多
く
の
た
め
池
が
被
災
し
、
下
流
域
は
被
害
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
め
池
は
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
離
農
に
伴
い
、

使
わ
れ
ず
管
理
さ
れ
な
く
な
っ
た
箇
所
が
増
加
し

て
お
り
、
豪
雨
に
よ
る
た
め
池
の
決
壊
な
ど
の
災

害
防
止
の
た
め
、
安
全
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
７
月
、「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保

全
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
行
政
が
た
め
池
の
管
理
者
な
ど
の
情
報

を
把
握
し
、
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
た
め
池
の
所
有
者
や
管
理
者
が
、

た
め
池
に
関
す
る
情
報
を
県
知
事
に
届
け
出
る
こ

と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
か
ら
届
出
書
を
送
付
し
ま
す

　
現
在
市
が
把
握
し
て
い
る
農
業
用
た
め
池
の
管

理
者
に
は
、
た
め
池
の
届
け
出
に
関
す
る
お
知
ら

せ
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
同
封
さ
れ
て
い
る
届
出

書
の
記
入
と
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
発
送
時
期
】

　
10
月
中
旬

【
記
入
内
容
】

　
次
の
情
報
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
た
め
池
の
名
称

▼
た
め
池
の
所
在
地

▼
所
有
者
の
住
所
・
氏
名
（
共
有
名
義
の
場
合

は
全
て
の
共
有
者
）

▼
管
理
者
の
住
所
・
氏
名
、
管
理
の
内
容
、
管

理
の
種
類
（
委
任
・
賃
借
な
ど
）

【
提
出
方
法
】

　
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
投
函

す
る
か
、
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
担
当
室
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】

　
11
月
29
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
建
設
課
農
林
整
備
係

 

☎
０
８
２
４ｰ

７
３ｰ

１
１
３
６

　
広
島
県
農
林
水
産
局
た
め
池
・
防
災
担
当

 

☎
０
８
２ｰ

５
１
３ｰ

３
６
５
５

自治定住課自治振興係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1209

地域 振興区 事業名 事業内容 補助金交付
決定額

庄 原 山 内 歴史的資源を活用し
た地域づくり事業

地域史を通して三世代間での歴史認識を深め
るとともに、郷土愛を高め、将来の地域づく
りにつなげるために、歴史冊子を作成する。
また、地域史を観光資源として活用し、地域
の活性化を図るために義民の碑などの説明看
板と城跡の郭名を記した位置看板を設置する。

1,420,000 円

東 城 八 幡 八幡地域健康つくり
事業

高齢者の運動機能を改善させ、いつまでも元
気に生き生きと地域に住み続けるために、新
たに柔軟性と体幹の強化のためのトレーニン
グ機器を購入し、フィットネスセンターの充
実を図る。

368,000 円

高 野
高 野

（連絡協
議会）

高野地域創生事業
人口減少に歯止めをかけ定住を促すために、
専門家監修のもと、現状の調査・分析を行い、
新たな事業の検討を行う。

3,000,000 円

比 和 比 和
郷土史「比和の民俗
と歴史」総合版作成
事業

郷土愛を深め、将来を見据えた地域づくりに
つなげるために、郷土史「比和の民俗と歴史」
の総合版を作成し、地域住民と学習・交流を
行う。

596,000 円

補助金交付決定額合計　5,384,000 円

令和元年度庄原市自治振興区

活動促進補助金事業

　庄原自治振興区は、地域に現存する歴史文化資産を後世に
継承し、地域の活性化を図るため、平成 28 年度より「歴史
文化継承事業」として、地域の歴史的な文化資産の掘り起こ
しを行っており、今回、事業の集大成として補助金を活用し、
歴史マップ・歴史集・歴史パネルの作成に取り組みました。
　完成した資料を基に、自治会などで歴史学習会を開催する
など、歴史文化の継承と地域活性化に向けた意識の醸成を図っ
ています。
　今後は、歴史ガイドの育成を図るとともに、関係機関と連
携し歴史文化を学ぶ散策イベントの開催などによる、地域活
性化が期待されます。

平成 30年度庄原市自治振興区活動促進補助金事業の活用状況
庄原市庄原自治振興区「地域の歴史文化の継承事業」

農
業
用
た
め
池
の
届
け
出
の

　
　

 

義
務
化
が
は
じ
ま
り
ま
す

庄原市内のため池の様子
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特
殊
詐
欺
に
　
　
　
　
　
　
　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

県
内
で
「
な
り
す

ま
し
詐
欺
」
の
ア
ポ

電
と
思
わ
れ
る
不
審

電
話
が
数
多
く
把
握

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
警
察
官
を
名
乗
る
犯
人
か
ら
電
話
が
か

か
り
、「
逮
捕
し
た
詐
欺
の
犯
人
グ
ル
ー

プ
の
名
簿
に
あ
な
た
の
名
前
が
あ
っ
た
」

「
あ
な
た
の
口
座
か
ら
現
金
が
引
き
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
犯
人
の
中
に
銀
行
員
も

お
り
、
通
帳
に
は
記
録
が
残
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
き
た
も

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
悪

用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
確
認

し
た
い
」
と
言
い
、
警
察
官
や
国
な
ど
公

的
機
関
の
職
員
を
名
乗
る
犯
人
が
、
自
宅

ま
で
訪
ね
て
き
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
犯
人
に
渡
し
て

し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
自
宅
ま
で
来
た

犯
人
が
、「
封
筒
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

と
暗
証
番
号
を
書
い
た
メ
モ
を
入
れ
て
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」「
今
こ
こ
で

封
筒
を
封
印
す
る
た
め
に
、
印
鑑
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
い
、
被
害
者

が
印
鑑
を
取
り
に
行
っ
た
隙
に
、
犯
人
が

事
前
に
用
意
し
た
偽
の
カ
ー
ド
を
入
れ
た

封
筒
に
す
り
替
え
て
盗
み
ま
し
た
。

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

◇
警
察
官
が
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

封
筒
に
入
れ
て
保
管
す
る
よ
う
に
」
と

言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
令
和
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
新
し
い
物
に
変

え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
電
話
で
突
然
お
金
の
話
が
あ
っ
た

ら
、
必
ず
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

☆
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、

不
審
な
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
り
し
た
と
き

は
、
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

子育て通信子育て通信

あそびっ子あそびっ子
児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

母子保健母子保健母子保健
コーナー

市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
ご
紹
介

庄
原
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

　

こ
の
協
議
会
は
、
食
を
通
し
た
健
康
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
野
地
域
で
は
小
学
校
児
童
・
保
育
所

園
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
夏
休
み

子
ど
も
食
育
教
室
や
、
親
子
食
育
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

食
材
を
選
ぶ
力
を
つ
け
る
こ
と
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
栄
養
を
取
る
こ
と
、
調
理
を
す
る

力
を
つ
け
る
こ
と
、
食
べ
物
と
、
調
理
を
し

て
く
れ
た
人
に
感
謝
す
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は
、「
家
で
は
子

ど
も
と
ゆ
っ
く
り
調
理
を
す
る
時
間
が
無

い
が
、
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
て
良
か
っ
た
」

「
生
活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
な
ど
、
子
ど
も
と

一
緒
に
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」「
家
で

は
見
た
こ
と
が
な
い
子
ど
も
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
子
ど

も
の
成
長
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

庄
原
市
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会

高野

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

問
い
合
わ
せ

高
野
支
所
地
域
振
興
室
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５

月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
不
安
に
な
り
が
ち
な
育
児
が
少
し

で
も
楽
し
く
な
る
よ
う
、
各
地
域
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
サ
ー
ク
ル

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

その６

　
４
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
「
住
民
告
知
端
末
」。

災
害
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
や
行

政
情
報
な
ど
、
大
切
な
情
報
を
音

声
で
お
伝
え
す
る
も
の
で
、
市
は
、

全
て
の
世
帯
に
設
置
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

住
民
告
知
端
末
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
!!

市
の
初
期
設
定
費
用
負
担
は

令
和
元（
２
０
１
９
）年
９
月
30
日
申
請
分
ま
で
!!

▼
他
に
も
、銀
行
員
を
名
乗
る
犯
人
か
ら
、

「
平
成
か
ら
令
和
に
な
っ
た
の
で
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
新
し
く
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
古
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
使
え

な
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
カ
ー
ド
は
、
後

日
送
ら
れ
て
き
ま
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る

被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

犯
人
は
他
に
も
こ
ん
な
言
葉
を

言
っ
て
き
ま
す

▼
有
料
サ
イ
ト
の
未
納
が
あ
る

▼
あ
な
た
に
は
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
が
あ
る

▼
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ

▼
裁
判
に
な
る
・
逮
捕
さ
れ
る

▼
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
て

払
っ
て

▼
お
金
を
宅
配
便
で
送
っ
て

こ
の
よ
う
な
お
知
ら
せ
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
!!

河川氾濫の恐れがあ
ります。○○地域の
方は○○に避難して
ください

○○地域で特殊詐欺
が多発しています

◆
災
害
な
ど
の
緊
急
情
報
（
最
大
音
量
）

　

避
難
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
、
災
害
予

知
情
報
な
ど

◆
行
政
情
報
・
官
公
署
な
ど
か
ら
の
お 

　
知
ら
せ

　

市
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
消
防
・

警
察
か
ら
の
防
災
・
防
犯
の
啓
発
情
報
、

火
災
発
生
地
域
の
消
防
団
員
参
集
な
ど

◆
自
治
振
興
区
や
自
治
会
、
小
中
学
校

　
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
自
治
振
興
区
や
自
治
会
な
ど
が
放
送

　

を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

◆
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

　
す
（
Ａ
Ｍ
放
送
２
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
・

　

中
国
放
送
）

【
そ
の
他
】
住
民
告
知
端
末
の
「
ひ
か
り

電
話
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て

　

住
民
告
知
端
末
に
つ
な
が
っ
て
い
る
電

話
機
同
士
（
固
定
電
話
）
で
、
市
内
局

番
の
前
に
特
番
を
付
け
て
電
話
を
か
け

る
と
通
話
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

ま
た
は
各
支
所
総
務
室

運動会は○月○
日に延期します

○月○日健康相談
会を開催します

第
19
回
こ
ど
も
ま
つ
り
開
催

　

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
と
遊
び
、体
験
が

い
っ
ぱ
い
の
お
祭
り
で
す
。

　

子
育
て
を
応
援
す
る
市
内
の
団
体
が
力
を
合
わ
せ
、

「
地
域
の
み
ん
な
で
一
緒
に
子
育
て
！
」を
発
信
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
14
日(

祝
・
月
）10
時
～
14
時

と
こ
ろ
　
里
山
の
駅 

庄
原 

ふ
ら
り

（
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
エ
リ
ア
）

内
容

親
子
で
乗
馬
体
験
、動
物
ふ
れ
あ
い
体
験
、

白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
試
乗
体
験
、か
え
っ

こ
バ
ザ
ー
ル
、消
防
車
、救
急
車
、飲
食

コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
事
務
局
：
児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

住民告知端末を設置しましょう!!

地
域
の
子
育
て
を
支
え
る
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戦
没
者
に
哀
悼
の
意
を
表

し
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、「
令
和
元
年
度
戦
没
者
追

悼
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
典
」

を
８
月
21
日
、
庄
原
市
民
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
市
民
や
遺

族
な
ど
５
４
８
人
が
参
列
し
、

戦
没
者
２
９
２
３
人
の
冥
福

と
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　

式
典
の
式
辞
で
木
山
耕
三

市
長
は
、「
私
た
ち
は
戦
争
の

惨
禍
を
繰
り
返
さ
ぬ
こ
と
、
先

人
が
築
か
れ
た
歴
史
や
文
化
、

ふ
る
さ
と
庄
原
市
を
、
未
来
を

担
う
若
者
や
子
ど
も
た
ち
に

継
承
し
て
い
く
た
め
、
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
比
和
中
学
校
生
徒

代
表
の
白し

ら
ね根
浩ひ

ろ
な奈
さ
ん
が
「
私

た
ち
は
、
74
年
前
の
記
憶
と
命

の
大
切
さ
を
、
こ
の
庄
原
か
ら

も
っ
と
広
げ
、
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
平

和
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

追
悼
吟
詩
、
口
和
本
の
会
に

よ
る
朗
読
、
総
領
小
学
校
児
童

に
よ
る
合
唱
、
庄
原
実
業
高
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演

奏
も
行
わ
れ
、
改
め
て
平
和
の

大
切
さ
を
心
に
刻
み
ま
し
た
。

　

市
は
８
月
10
日
、
東
城
町
川
東
の
ト
ー

エ
イ
で
、
11
日
に
西
本
町
の
庄
原
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ジ
ョ
イ
フ
ル
で
、
庄
原

市
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
と
空
き
家
所
有

者
向
け
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
出
身
者
で
市
外
在
住
の
方
か
ら
、

仕
事
や
住
ま
い
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
在

住
の
方
で
、
空
き
家
で
お
困
り
の
方
か
ら

の
相
談
も
あ
り
、
10
人
以
上
の
相
談
者
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
庄
原
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ヒ
バ
ゴ
ン
」
が
駆
け
つ
け
、
庄
原
市
へ

の
帰
郷
を
Ｐ
Ｒ
し
、
注
目
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
、
自
治
定

住
課
定
住
推
進
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
２
５
７
）
で
は
随
時
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

８
月
３
日
、
時
悠
館
で
春
・

夏
の
企
画
展
「
知
ら
れ
ざ
る
比

婆
山
信
仰
の
世
界
」
に
伴
う
記

念
講
演
会
な
ど
の
関
連
行
事
を

開
催
し
、
約
１
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

午
前
の
展
示
解
説
会
は
、
当

館
学
芸
員
と
、
み
え
熊
野
学
研

究
会
の
三み

つ
い
し
ま
な
ぶ

石
学
運
営
委
員
長
に

よ
る
コ
ラ
ボ
解
説
会
と
な
り
ま

し
た
。
中
国
山
地
と
紀
伊
半
島

に
伝
わ
る
二
つ
の
イ
ザ
ナ
ミ
の

聖
地
の
歴
史
的
関
連
性
や
魅
力

に
つ
い
て
、
展
示
資
料
を
も
と

に
参
加
者
全
員
で
考
え
ま
し

た
。

　

午
後
は
、
比
婆
山
伝
説
ガ
イ

ド
“
ツ
イ
ハ
ラ
の
会
”
に
よ
る

紙
芝
居
「
比
婆
山
物
語
」
上
演

会
と
、
三
石
さ
ん
に
よ
る
記
念

講
演
会
「
世
界
遺
産
熊
野
“
花

の
窟い

わ
や

”
と
“
比
婆
之
山
”」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

庄
原
市
や
三
重
県
熊
野
市
を

は
じ
め
、
比
婆
山
信
仰
圏
と
世

界
遺
産
熊
野
の
歴
史
文
化
の
魅

力
を
、
地
域
の
枠
を
超
え
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
つ
な
ぎ
合

わ
せ
て
い
く
三
石
さ
ん
の
お
話

し
に
、
会
場
の
全
員
が
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
西
城
保
育
所
新
園

舎
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
工

事
の
受
注
者
で
あ
る
小
林
建
設
・

西
城
建
設
建
設
工
事
共
同
企
業

体
が
、
工
事
の
無
事
を
祈
っ
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

祝
詞
奏
上
や
清
め
の
儀
式
な

ど
に
続
き
、
建
設
予
定
地
中
央

で
、
関
係
者
に
よ
る
鍬
入
れ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
園
舎
が
整
備
さ
れ
る

の
は
、
温
水
プ
ー
ル
水ス

イ
ム夢
の
隣

で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
専
用
の

調
理
室
や
病
後
児
保
育
室
な
ど
、

安
心
安
全
の
保
育
を
実
現
す
る

た
め
の
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

心
地
よ
い
自
然
と
地
域
の
見

守
り
に
囲
ま
れ
た
新
西
城
保
育

所
は
、
令
和
２
年
４
月
に
開
設
す

る
予
定
で
す
。

相談会の様子

鍬入れの様子

展示解説会 綿陽庄原友好小学校の皆さんと記念撮影紙芝居「比婆山物語」

総領小学校児童による合唱

　

７
月
29
日
か
ら
８
月
３
日
ま

で
、市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
７
人
と
引
率
者
４
人
で
構
成
さ

れ
た
庄
原
市
青
少
年
友
好
訪
問
団

が
、経
済
技
術
友
好
協
力
協
定
を

結
ん
で
い
る
中
国
四
川
省
綿
陽
市

を
訪
問
し
、学
校
訪
問
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
中
心
に
中
国
の
歴
史
や

文
化
を
学
び
な
が
ら
、現
地
の
人

た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
代
表
を
務
め
た
、西

城
中
１
年
生
の
神か

み
も
と本
あ
や
め
さ
ん

は
、「
新
し
い
発
見
や
驚
き
が
あ
る

中
で
成
長
す
る
と
と
も
に
、改
め

て
庄
原
市
の
良
さ
、日
本
の
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。中
国
で
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
こ
と
を
作
文
に
ま
と
め
、

学
校
の
み
ん
な
に
伝
え
て
い
き
た

い
。こ
の
訪
問
で
経
験
し
た
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

庄原市青少年友好訪問団の発表

庄原実業高校ブラスバンド部による演奏

工事の無事を祈る
庄原市立西城保育所安全祈願祭

西城支所

地域の枠を越えた視点でつなぐ
時悠館企画展関連行事 記念講演会

東城支所

中国の歴史や文化を学習
中国四川省綿陽市を訪問

教育
指導課

帰省者に向けＵターンを呼びかけ
しょうばらＵターン ･ 空き家相談会

自治
定住課

受け継ぐ平和への思い
戦没者追悼式・平和祈念式典

社会
福祉課



広報しょうばら／ 2019.9　1213　2019.9 ／広報しょうばら

●市内のイベントやまちの話題をお届けします。  行政管理課広報統計係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322Camera Report
カメラレポート

磯の生きものに触れる 日本の食を学ぶ楽しく学ぼう交通安全 森林の役割を学習
　比和自然科学博物館公開講座・8/17 　とうもろこし収穫体験・8/9　交通安全講習会・7/22 　森と水の学習会・7/25

第 6 回公開講座「宮島水族館から磯の生きものた
ちがやってくる！」が比和自然科学博物館で開催され
ました。講座は午前と午後の１日２回行われ、合わせ
て 169 人が参加しました。

宮島水族館スタッフによる干潟や磯の生きものにつ
いての紹介や説明が行われました。また、アラムシロ
という巻貝の入った水槽にアサリの剥き身を投入し
て、捕食の様子を観察することができ、それを見た参
加者たちは「すごい！」と驚きの声をあげていました。

講座の後は、ヒトデやウニ、カブトガニなどの磯の
生きものとの触れ合いの時間が設けられました。参加
した子どもたちは珍しい生きものに感動した様子で、
熱心に触ったり持ち上げたりしていました。

西城小学校と美古登小学校の合同とうもろこし収穫
体験が、西城町油木で行われ、３年生 19 人が参加し
ました。この活動は、種まきや収穫体験を通して、栽
培の手順や食生活と健康の関連性について学ぶことを
目的としています。

児童は、前油木営農組合の髙
た か は ら

原芳
よ し の り

典組合長から害獣
対策、収穫方法などについて説明を受けた後、自分が
植えたとうもろこしを探して収穫していました。収穫
後児童は ｢とうもろこしは何種類あるの｣ ｢どうして
甘くなるの｣ など、たくさん質問していました。

その後集会所に移動し、地元の方が用意した茹でた
とうもろこしやおにぎり、漬物を食べながら、日本の
食料自給率や食べ物の大切さについて学習しました。

交通安全講習会が、総領自治振興センターで行われ、
60 人が参加しました。

この講習会は、安全運転について改めて考え、さまざ
まな体験を通じて安全意識を高めていくことを目的に
開催されました。

当日は、自動ブレーキなど先進安全装置を搭載した
セーフティ・サポートカーの乗車体験や、交通安全体
験車「セーフティプラザ ヒコア」による視覚機能診断、
運転・歩行能力診断、交通標識クイズなどがありまし
た。

交通標識クイズに挑戦した小学生は「クイズ形式で
交通標識の勉強ができたので、覚えやすくて楽しかっ
た」と喜んでいました。

森と水の学習会が比和町古頃のアサヒの森（アサヒ
グループホールディングス㈱の社有林）で、比和小学校
５、６年生の児童を対象に開催されました。

アサヒグループでは、積極的な森林の手入れと環境
に配慮した森林管理をしており、このような学習会を
はじめ、さまざまなイベント開催を通じて、森林を身近
に感じる取り組みを行っています。

当日は、アサヒの森環境保全事務所や広島北部森林
管理署などのスタッフによる紙芝居や、水の浄化実験、
木工教室などがあり、参加した子どもたちは森林のさ
まざまな役割や環境保全の大切さについて学びまし
た。

大きいのがあったよ 奉仕活動で心が育つ東城市街地の活性化へ リズムに乗って
　たかの体験夏の収穫祭・ 8/10 　東城高校生徒によるボランティア清掃・7/23　えびす「蔵」にそば屋オープン 　ウクレレ教室・7/22

　ウクレレ教室が、口和保健福祉センターで行われま
した。
　講師に口和町永田の福

ふ く ま

間史
ふ み た か

教さんを迎え、初めてウ
クレレを触る方など初心者を対象に開催されました。
　今回の教室は、簡単なコードを使い、「線路は続く
よどこまでも」「きよしこの夜」「この木なんの木」と
いった誰もが知っている曲を演奏しました。
　演奏を楽しんだ参加者は「指の動きが難しいが、弾
けると楽しい」「南国ムードを感じる音色が心地良い」

「次回は歌いながら演奏できるように練習をがんばる」
「最終目標は口和芸能祭！」などと話していました。

　東城高校の生徒によるボランティア清掃が、東城駅
と町内の道路沿いで行われました。
　この取り組みは、平成 16 年からボランティア活動
の一環として毎年夏と秋に行われており、今回は参加
を希望した生徒 62 人が、JR 職員の立ち会いのもと、
教師と一緒に東城駅舎の窓拭きやクモの巣払い、道路
沿いのゴミ拾いなどの清掃活動に取り組みました。
　参加した生徒は「地域の方に学校を支えてもらって
いるので、恩返しができてうれしい。自分の町がきれ
いになるのは気持ちが良い。今後はきれいに使うよう
意識したい」などと話していました。

上高自治振興区が主催する「たかの体験夏の収穫祭」
が高野町新市の たかの体験農場で開催されました。

県内各地から約 60 人が参加し、とうもろこし（ゆ
めのコーン）の収穫を体験しました。

参加者は、スタッフからおいしいとうもろこしの見
分け方を教わり、真剣に選んで収穫していました。そ
の場で、生のまま食べた子どもたちからは「あまーい」
と歓声が上がっていました。

６月の植え付けから収穫までを担当したスタッフ
は、「収穫の楽しさを感じてもらえて良かった。これ
からも高野を体験できる企画を考えていきたい」と話
していました。

　本年７月、東城まちなか交流施設えびす「蔵」に、
そば屋「みじゅくもん」がオープンしました。
　第 2・第４土曜日に営業しており、地元産のそば粉
を使ったそば打ちの実演や、おいしいそばが堪能でき
ます。
　みじゅくもん店主の福

ふ く お か

岡房
ふ さ え

江さんは「地域の味に触
れてもらい、さまざまな人との交流の場となることで、
まちなかににぎわいが生まれるとうれしい」と話して
いました。
　東城まちなか交流施設えびす「蔵」は、市民交流の
場や、にぎわい創出を目的とした各種イベントのほか、
臨時営業などで利用することができます。

▲興味津々の子どもたち ▲とうもろこしを収穫する様子▲交通安全体験車「ヒコア」 ▲集合写真

№6 №2

№8 №7 №3№4

▲とうもろこしを収穫する子どもたち ▲駅舎の清掃をする東城高校の生徒▲にぎわう店内 ▲演奏を楽しむ参加者

№5 №1
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 c
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健康広場
　
自
殺
対
策
基
本
法
が
平
成
18
年
に
制
定
さ

れ
て
以
降
、
そ
れ
ま
で
「
個
人
の
問
題
」
と

さ
れ
て
き
た
自
殺
が
「
社
会
の
問
題
」
と
し

て
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
自
殺
対
策
を
「
生
き
る
こ
と
の

包
括
的
な
支
援
」
と
し
て
再
構
築
す
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、「
い
の
ち

支
え
る
庄
原
プ
ラ
ン
」（
令
和
元
年
度
〜
５

年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
社
会
と
の
つ
な
が
り

の
減
少
、
役
割
喪
失
感
、
役
割
へ
の
過
剰
な
負
担
感
な

ど
に
よ
り
危
機
的
な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
抑
う

つ
状
態
や
、
う
つ
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
精
神

疾
患
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
状
態
に
な
る
な
ど
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択

の
結
果
で
は
な
く
、多
く
が
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」

と
い
え
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
悩
ん
だ
り
困
難
な
状
況

に
陥
っ
た
り
し
た
と
き
に
相
談
し
や
す
い
よ
う
、「
普

段
か
ら
の
周
囲
の
人
と
の
交
流
」
や
「
悩
み
を
一
人
で

抱
え
ず
相
談
し
た
ら
良
い
と
考
え
る
環
境
」
が
あ
る
こ

と
で
す
。

　
本
計
画
で
は
、「
声
か
け
あ
い
、
気
づ
き
、
つ
な
が

る
ま
ち
」
を
基
本
目
標
に
、
さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
声
を

掛
け
合
い
、
相
手
の
様
子
に
気
づ
き
、「
心
配
し
て
い

る
誰
か
が
周
り
に
い
る
」
と
い
う
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　
悩
み
を
抱
え
た
と
き
、誰
に
相
談
す
る
で
し
ょ
う
か
。

　
大
切
な
家
族
、
友
人
だ
か
ら
こ
そ
「
心
配
や
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
」
と
考
え
、
孤
立
し
た
状
況
に
陥
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気

づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聴
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
、
見
守
る
人
が
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
で
す
。

　
本
市
で
は
、
心
の
S
O
S
に
「
気
づ
き
」「
聴
き
」

「
つ
な
ぎ
」「
見
守
る
」
支
援
や
自
ら
の
心
の
健
康
を
保

つ
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
、「
誰
も
が
心
の
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」
を
出
前
ト
ー
ク
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保健医療課健康推進係
係長　清水 めぐみ

（
庄
原
市
自
殺
対
策
計
画
）を 

　策
定
し
ま
し
た

　〜
声
か
け
あ
い
、気
づ
き
、

　
　
　つ
な
が
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係
　
☎
０
８
２
４
ー
７
３
ー
１
２
５
５

あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
！

　本市では５年間に 78 人が亡くなっ
ています。
　性別では男性が女性の２倍、年代
別では 50 ～ 70 歳代の割合が高くな
っています。人口 10 万人当たりに換
算すると、全国や広島県の平均と比
べ２倍以上高い現状があります。

庄原市の自殺の現状
【平成25年から29年まで】 人口10万人当たりの

自殺者数の５年間の平均

自殺で亡くなった 78 人の性年代の構成割合

い
の
ち
支
え
る
庄
原
プ
ラ
ン

相
談
で
き
る
環
境
が
重
要

１

３

市内の祭りをカメラが追いました。

８月３日　七夕まつりinふるさと高野　３
８月10日　東城遊夏祭　２
８月13日　ヒバゴン郷どえりゃあ祭　１
８月24・25日　庄原よいとこ祭　４

４
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催　
　

し

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 10月７日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

※手続きには約30分を要します。

育児相談 10月８日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 10月17日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 10月10日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 10月１日㈫・15日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 10月10日㈭13時30分～15時30分 西城支所

東城 10月３日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

高野 10月８日㈫13時～15時 高野支所

比和 10月17日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 10月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 10月17日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 10月17日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

口和 ９月26日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 10月８日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 10月17日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 10月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
東城 10月18日㈮13時～16時 東城支所 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　高野 10月４日㈮13時～16時 高野支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原
「とんぼ」

10月１日㈫・15日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
10月３日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
９月24日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 聴覚 10月15日㈫13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会 比和 10月１日㈫９時30分～12時 庄原市ふれあいセンター 身体・知的 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

心の健康相談 10月15日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

グ
ラ
ン
プ
リ
・
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
９

　

恒
例
と
な
っ
た
グ
ラ
ン
プ
リ
コ

ン
サ
ー
ト
。
毎
年
、
大
阪
国
際
室

内
楽
コ
ン
ク
ー
ル
＆
フ
ェ
ス
タ
で

優
勝
し
た
グ
ル
ー
プ
を
招
い
て
い

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
本
年
は
、
第

９
回
フ
ェ
ス
タ
で
メ
ニ
ュ
ー
イ

ン
金
賞
を
受
賞
し
た
ロ
シ
ア
の

「
デ
ュ
オ
・
プ
ロ
コ
ピ
エ
フ
・
ダ

フ
チ
ャ
ン
」
を
招
い
て
開
催
し
ま

す
。

　

ロ
シ
ア
の
民
族
楽
器
で
あ
る
ド

ム
ラ
と
バ
ヤ
ン
を
演
奏
す
る
デ
ュ

オ
で
、
２
０
１
０
年
結
成
以
降
、

シ
ベ
リ
ア
の
各
都
市
に
お
い
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ソ
リ
ス
ト

と
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
ロ
シ
ア
国
内

は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
で
も
コ
ン

サ
ー
ト
ツ
ア
ー
を
行
い
、
輝
か
し

い
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
ド
ム

ラ
と
は
、
３
本
も
し
く
は
４
本
の

ス
チ
ー
ル
弦
と
丸
い
共
鳴
板
を
も

つ
ロ
シ
ア
の
弦
楽
器
。バ
ヤ
ン
は
、

ロ
シ
ア
あ
る
い
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
音

楽
に
特
化
し
た
ク
ロ
マ
テ
ィ
ッ

ク
・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
で
す
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
名
曲
や
世
界
の

民
謡
を
ド
ム
ラ
と
バ
ヤ
ン
の
た
め

の
編
曲
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

と
き

11
月
４
日
（
月
・
振
）

開
演　

14
時
（
開
場
13
時
30
分
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料
（
全
席
自
由
）

一
般　

１
５
０
０
円

（
当
日　

１
８
０
０
円
）

※
市
民
会
館
友
の
会
会
員
の
方
は

10
％
割
引
。（
庄
原
市
民
会
館
で

の
購
入
に
限
り
ま
す
。）

※
小
中
高
校
生
は
無
料
（
整
理
券

が
必
要
で
す
。）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

※
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）　

前
売
券
販
売
所

庄
原
市
民
会
館
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
、

ザ
・
ビ
ッ
グ
庄
原
店
、
食
彩
館
ゆ

め
さ
く
ら
、
ウ
イ
ル
西
城
、
東
城

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
た

か
の

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

宝
く
じ
文
化
公
演

体
験
参
加
型
リ
ズ
ム
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン　

ド
ラ
ミ
ン
グ
ハ
イ
！

　

会
場
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
ド
ラ
ム
」
を
手
に
、

ス
テ
ー
ジ
上
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
（
指
揮
者
）
の
リ
ー
ド
で
リ

ズ
ム
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
世

界
各
国
の
リ
ズ
ム
を
会
場
全
体
で

響
か
せ
る
！
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
無
我
夢
中
に
な
れ
る
打
楽
器
リ

ズ
ム
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　

ド
ラ
ミ
ン
グ
ハ
イ
！
メ
ン

バ
ー
は
、
あ
の
伝
説
の
バ
ン
ド

JU
D

Y
 A

N
D

 M
A

R
Y

の
ド
ラ

マ
ー
五い

が

ら

し

十
嵐
公こ

う
た太
、
キ
ュ
ー
ト
な

ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
奏
者
オ
カ
ピ
、

そ
し
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
酒さ

か
い井

麿ま
ろ

。
コ
ミ
カ
ル
な
動
作
で
楽
し
く

会
場
全
体
を
一
つ
に
し
、
ド
ラ
ミ

ン
グ
ハ
イ
！
の
世
界
に
い
ざ
な
っ

て
く
れ
ま
す
！
ま
た
、
公
演
で

使
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
ド
ラ
ム
は
、

記
念
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま

す
。
皆
さ
ん
一
緒
に
参
加
し
て
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
ド
ラ
ム
を
た
た
い
て

笑
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　

11
月
10
日
㈰

開
演　

15
時
（
開
場
14
時
30
分
）

と
こ
ろ　

東
城
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
（
全
席
自
由
）

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料

金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般　

千
円

高
校
生
以
下　

５
０
０
円　

※
３
歳
以
上
は
有
料
。（
３
歳
未

満
は
保
護
者
の
膝
の
上
で
１
人
鑑

賞
可
）

入
場
券
販
売
所　

東
城
町
内
各
自

治
振
興
区
・
東
城
ま
ち
な
か
交
流

施
設
え
び
す
・
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん

東
城
・
東
城
温
泉
・
ト
ー
エ
イ
・

ウ
ィ
ー
東
城
店
・
庄
原
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ　

東
城
自
治
振
興
区

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
４
８
７

第
７
回
新
県
美
展
庄
原
巡
回
展

　

新
県
美
展
の
大
賞
、
優
秀
賞
、

奨
励
賞
の
入
賞
作
品
53
点
と
地
元

庄
原
市
か
ら
の
入
選
作
品
９
点
を

展
示
し
ま
す
。
絵
画
・
彫
塑
・
工

芸
・
書
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
各
部

門
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
11
日
㈬
～
15
日
㈰

開
場　

10
時
～
18
時

と
こ
ろ　

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
１
５
９
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お知らせInformation

募　
　

集

そ  

の  

他

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
30

周
年
記
念
『
図
書
館
ま
つ
り
』

　

子
ど
も
た
ち
に
今
よ
り
も
っ
と

本
や
読
書
が
好
き
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
地
域
の
読
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
学
校
司
書
で
構
成
さ
れ

た
「
庄
原
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー

ム
」
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
『
い
っ
し
よ
だ
よ
』『
い
ろ
い
ろ

は
っ
ぱ
』
の
作
者　

小こ
で
ら寺
卓た

く
や矢
さ

ん
の
講
演
会
を
は
じ
め
、
お
は
な

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
子
ど
も
司
書

の
お
は
な
し
会
、
館
内
ウ
オ
ー
ク

ラ
リ
ー
、
お
抹
茶
体
験
会
も
あ
り

ま
す
。

と
き　

９
月
14
日
㈯　

10
時
～

と
こ
ろ　

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
１
５
９

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
30

周
年
記
念
事
業
『
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト
展　

岡
一
郎
の
視
点
』

　

昨
年
、
パ
リ
市
立
ア
ル
・
サ
ン
・

ピ
エ
ル
美
術
館
で
『
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト　

ジ
ャ
ポ
ネ
Ⅱ
展
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岡
一
郎
さ
ん

が
出
展
し
た
17
作
品
を
含
む
、
絵

画
、
画
集
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

と
き

９
月
19
日
㈭
～
23
日
（
月
・
祝
）

開
場　

10
時
～
18
時

と
こ
ろ　

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
１
５
９

東
城
人
権
講
演
会

と
き　

９
月
19
日
㈭

13
時
30
分
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所　

東
城
支
所

講
師

和
田　

行
男
さ
ん（
介
護
福
祉
士
）

演
題

「
認
知
症
に
関
わ
る
す
べ
て
の
方

へ
」

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
「
自
立
支
援
」「
選
択
」「
主
体
」

「
生
活
支
援
」
な
ど
と
多
く
の
人
が

言
う
中
で
、
そ
ん
な
世
間
の
流
れ

に
踊
る
こ
と
な
く
こ
び
る
こ
と
な

く
、
特
養
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
・
老
人
保
健
施
設
・
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
な
ど
介
護
事
業

の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
人
と

し
て
生
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
を
一
貫
し

て
追
い
か
け
て
い
る
介
護
福
祉
士
。

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

庄
原
市
児
童
生
徒
科
学
研
究

作
品
展

　

庄
原
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら

出
品
さ
れ
た
科
学
研
究
作
品
の
う

ち
、
特
選
・
入
選
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
14
日
㈯　

10
時
～
18
時

９
月
15
日
㈰　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
総
合
体
育
館

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
真
打
ち
競
演
」

公
開
録
音

　

次
の
と
お
り
「
真
打
ち
競
演
」

公
開
録
音
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

番
組
は
、
演
芸
界
よ
り
す
ぐ
り
の

出
演
者
に
よ
る
漫
才
・
漫
談
・
落

語
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

主
催

Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
・
庄
原
市

と
き　

11
月
22
日
㈮

開
場　

17
時
30
分

開
演　

18
時

終
演
予
定　

20
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

出
演

【
１
本
目
】
チ
ャ
ー
リ
ー
カ
ン
パ

ニ
ー
、
江
戸
家
小
猫
、
瀧
川
鯉
昇

【
２
本
目
】
ホ
ー
ム
ラ
ン
、
エ
ド

山
口
、
古
今
亭
志
ん
輔

観
覧
申
し
込
み　

入
場
は
無
料
で

す
が
、
入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２

人
入
場
可
）
が
必
要
で
す
。
郵
便

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
明
記

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
記
入
事
項
】

〈
往
信
用
裏
面
〉
①
郵
便
番
号
②

住
所
③
名
前
④
電
話
番
号

〈
返
信
用
表
面
〉
①
郵
便
番
号
②

住
所
③
名
前

【
あ
て
先
】

〒
７
２
７
‐
０
０
１
３

庄
原
市
西
本
町
２
‐
17
‐
15　

庄

原
市
民
会
館
「
真
打
ち
競
演
」
係

【
締
め
切
り
】
10
月
31
日
㈭
必
着

※
１
歳
以
上
の
お
子
さ
ま
か
ら
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、
当
選
・
落
選
の
結
果
を
11
月

７
日
㈭
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
で
の
転
売
を
目
的
と
し
た

申
し
込
み
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

売
買
を
目
的
と
し
た
申
し
込
み
で

あ
る
と
判
明
し
た
場
合
は
抽
選
対

象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報

は
、抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、

受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

放
送
予
定
〈
ラ
ジ
オ
第
１
（
全
国

放
送
）・
国
際
放
送
〉

【
１
本
目
】
12
月
７
日
㈯

10
時
５
分
～
55
分

【
２
本
目
】
12
月
14
日
㈯

10
時
５
分
～
55
分

※
放
送
日
時
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

（
８
時
30
分
～
17
時
30
分
）

Ｎ
H
Ｋ
広
島
放
送
局

☎
０
８
２
‐
５
０
４
‐
５
１
１
２

（
平
日
：
９
時
～
19
時
、
土
日
祝
：

９
時
30
分
～
18
時
）

広
島
県
立　
　
　
　
　
　
　

農
業
技
術
大
学
校
学
生

　

本
校
は
農
業
・
農
村
の
担
い
手

育
成
を
目
標
と
し
た
２
年
制
の
専

修
学
校
で
、
農
業
の
実
践
学
習
を

中
心
に
、
農
業
の
専
門
的
な
知
識

や
技
術
、
経
営
管
理
能
力
の
養
成

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
令

和
２
年
４
月
入
学
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

学
科
・
定
員

本
科
40
人
程
度

●
園
芸
課
程
（
野
菜
・
花
き
、
落

葉
果
樹
の
２
コ
ー
ス
）

●
畜
産
課
程
（
肉
用
牛
コ
ー
ス
）

修
業
年
限　

２
年

入
学
資
格

　

将
来
農
業
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
者
、
農
業
・
農
村
の
担
い
手
を

目
指
す
者
で
、
高
卒
ま
た
は
、
同

等
以
上
の
学
力
の
あ
る
者
。

授
業
料
（
令
和
元
年
度
）

年
額
11
万
８
８
０
０
円

学
生
寮
費
（
令
和
元
年
度
）

年
額
12
万
７
２
０
０
円 

試
験
日
程

【
推
薦
入
試
】

▼
願
書
受
付
期
間

９
月
19
日
㈭
～
10
月
10
日
㈭

▼
試
験
日　

10
月
24
日
㈭

【
一
般
入
試
（
前
期
）】

▼
願
書
受
付
期
間

11
月
18
日
㈪
～
12
月
６
日
㈮

▼
試
験
日　

12
月
23
日
㈪

【
一
般
入
試
（
後
期
）】

▼
願
書
受
付
期
間

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
～
２
月
17

日
㈪

▼
試
験
日

令
和
２
年
２
月
27
日
㈭

【
社
会
人
特
別
入
試
】

▼
願
書
受
付
期
間

10
月
１
日
㈫
～
12
月
６
日
㈮

▼
試
験
日　

12
月
23
日
㈪

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校
教
務
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
０
９
４

メ
ー
ル　

ngdkyoum
u@

pref.hi
roshim

a.lg.jp

県
営
住
宅
入
居
者

　

市
内
の
県
営
住
宅
の
う
ち
、
新

た
に
空
き
家
が
生
じ
た
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

10
月
23
日
㈬
～
25
日
㈮

※
最
終
日
消
印
有
効

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同

組
合　

県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

（
三
次
市
十
日
市
中
二
丁
目
３
‐

36
向
田
ビ
ル
１
階
）

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
６
５
７
５

広
島
県
収
入
証
紙
の
買
い
戻
し
期

間
が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す
！

　

未
使
用
の
収
入
証
紙
の
買
い
戻

し
期
限
は
、10
月
31
日
ま
で
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
買
い
戻
し
で
き

ま
せ
ん
。
現
金
還
付
・
口
座
振
替

に
て
買
い
戻
し
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
い
ま
一
度
ご
確
認
い
た
だ

き
、
期
限
内
に
買
い
戻
し
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
入
印
紙
や
登
記
印
紙

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
の
方
法
な
ど
は
、
広
島

県
会
計
総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
買
い
戻
し
期
限
】
10
月
31
日
㈭

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
問
い
合
わ
せ
】

広
島
県
会
計
管
理
部
会
計
総
務
課

出
納
・
シ
ス
テ
ム
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
１
１
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.p
r

e
f

.
h

i
r

o
s

h
i

m
a

.
l

g
.
j

p
/

soshiki/1/1176964234750.
htm

l

※
「
証
紙
買
戻
し　

広
島
県
」
で

検
索
し
て
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

庄
原
市
斎
場
（
和な

ご
み

の
丘
）
の

利
用
に
つ
い
て

　

８
月
号
に
引
き
続
き
、
皆
さ
ん

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
事

項
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

▼
式
場
や
待
合
室
の
収
容
人
数
に

つ
い
て

　

収
容
人
数
は
、
式
場
を
80
人
規

模
、
待
合
室
を
１
室
当
た
り
60
人

規
模
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
各

居
室
に
は
椅
子
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

▼
駐
車
場
は
あ
り
ま
す
か

　

施
設
の
前
に
駐
車
場
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

一
般
車
両
は
96
台
、
大
型
バ
ス

は
３
台
駐
車
で
き
る
ほ
か
、
思
い

や
り
駐
車
場
が
４
台
分
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
駐
車
場
に
は
限
り
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
で

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▼
和
の
丘
に
つ
い
て
知
り
た
い

　

和
の
丘
に
つ
い
て
は
、
広
報

し
ょ
う
ば
ら
２
０
１
９
年
３
月
号

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
支

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
し
ょ

う
ば
ら
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

※
「
新
聞
折
り
込
み
広
告
を
見
た

が
…
」
と
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
新
聞
折

り
込
み
広
告
に
つ
い
て
は
市
が
発

行
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
27
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ　
　
　

選
手
権
大
会

（
７
月
27
日
～
29
日
／
兵
庫
県
淡

路
市
）

●
硬
式
野
球

第
３
位

鈩
谷　

涼
裕
（
庄
原
中
３
年
）

松
田　

啓
杜
（
庄
原
中
３
年
）

大
浦　

快
生
（
庄
原
中
３
年
）

入
江
信
乃
介
（
東
城
中
３
年
）

大
塚　

正
樹
（
庄
原
中
２
年
）

宮
野　

成
来
（
庄
原
中
２
年
）

桑
原　

颯
大
（
東
城
中
２
年
）

伊
藤　

剛
志
（
東
城
中
２
年
）

第
41
回
全
日
本
少
年
少
女
武
道

（
柔
剣
道
）練
成
大
会

（
７
月
31
日
／
東
京
都
千
代
田
区
）

●
小
学
６
年
生
の
部

第
２
位

細
川　

柊
河
（
小
奴
可
小
６
年
）

●
中
学
１
年
生
の
部

第
８
位

細
川　

楓
河
（
東
城
中
１
年
）

全
国
大
会

広報しょうばら／ 2019.9　18 19　2019.9 ／広報しょうばら



お知らせInformation

■まずは次の入会説明会へお気軽においで下さい。
    9月20日(金) 10月21日(月) 11月20日(水)
  12月20日(金) 1月20日(月)　  2月20日(木)　

■問合せ先／庄原市シルバー人材センター本所　事務局 
　　　　　　　　庄原市三日市町20-13　電話0824-72-1135

公益社団法人庄原市シルバー人材センター

会員
募集
会員
募集
会員
募集

特に草刈、剪定ができる方を
募集しています。
その他いろいろな仕事があります。

広告

いずれの日も午前10時からシルバー人材センター本所・各支所で行います。

広告 庄原の昔話を絵本に。

第1話 「永明寺の猫」
（上原町） A3/33頁

絵・文
おかのしげる

第1話 「永明寺の猫」
（上原町） A4/33頁

第2話 「だん原の狐」
（峰田町） A4/25頁

〔販売〕  ゆめさくら、イザナミ茶屋、
カフェあさ井、JUST、ウィー東城店ほか

次回発売予定!　第３話「砂が淵の大蛇」・第４話「火村さま」

2話セット1,200円

〔絵・文〕　おかのしげる

好評発売中広告
（
税
別
）

〔問合せ先〕          0824-72-4939
森のオフィス　岡野　茂

「イザナミ比婆に眠る」A4/95頁
販売中　残部わずか!!

〒729-5813   庄原市川西町1512-7

そ
の
他

国営備北
丘陵公園
だより

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

　

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
中
心
に
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

　

ひ
ば
の
里
で
は
、
毎
年
好
評
の

「
秋
の
神
楽
」
公
演
を
は
じ
め
、
９

月
14
日
㈯
～
16
日（
月
・
祝
）の「
秋

の
収
穫
祭
」
や
「
野
菜
の
お
も
て

な
し
」「
稲
刈
り
体
験
」「
秋
の
郷

土
料
理
作
り
」
な
ど
、
秋
の
味
覚

を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

そ
の
他
、カ
ヌ
ー
体
験
や
ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

約
１
９
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス
畑
！

　

公
園
の
秋
の
主
役
は
「
コ
ス
モ

ス
」。
約
１
９
０
万
本
の
コ
ス
モ

ス
を
９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
に

か
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
花
の
広
場
」
周
辺
で
は
、
コ

ス
モ
ス
と
あ
わ
せ
て
、ケ
イ
ト
ウ
・

ジ
ニ
ア
な
ど

の
秋
の
花
を

楽
し
め
ま
す
。

※
天
候
に

よ
っ
て
開
花

時
期
が
変
更

す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

花
火
と
神
楽
の
共
宴

２
０
１
９

　

大
迫
力
の
神
楽
と
打
ち
上
げ
花

火
が
、秋
の
夜
を
盛
大
に
彩
り
ま
す
。

と
き　

10
月
13
日
㈰

開
場
17
時　

開
演
18
時

出
演
団
体　

原
田
神
楽
団

演
目　

土
蜘
蛛
・
八
岐
大
蛇

花
火
打
ち
上
げ　

19
時
40
分
～

（
最
終
入
園
は
19
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場

チ
ケ
ッ
ト

▼
大
人
１
５
０
０
円

▼
小
人
（
小
・
中
学
生
）
５
０
０
円

▼
前
売
限
定
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
（
大
人

２
枚
、
小
人
１
枚
）
２
５
０
０
円

※
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
、
公
園
付

近
の
交
通
渋
滞
、
花
火
の
打
ち
上

げ
時
の
音
響
な
ど
で
近
隣
に
お
住

ま
い
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
ズ
さ
と
や
ま

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
７
２
１
１

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

秋
の
神
楽

開
催
日
・
出
演
団
体　

▼
９
月
15
日
㈰

石
見
神
楽
亀
山
社
中
（
島
根
県
浜

田
市
）

▼
９
月
22
日
㈰

琴
庄
神
楽
団
（
北
広
島
町
）

▼
９
月
29
日
㈰

阿
坂
神
楽
団
（
北
広
島
町
）

▼
10
月
６
日
㈰

宮
乃
木
神
楽
団
（
広
島
市
安
佐
北

区
）

▼
10
月
14
日
（
月
・
祝
）

比
婆
荒
神
神
楽
社
（
東
城
町
）

開
催
時
間

▼
午
前
の
部　

11
時
～
12
時
30
分

▼
午
後
の
部　

13
時
30
分
～
15
時

30
分

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

神
楽
殿

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北コスモスピクニック
９月14日㈯～10月20日㈰開催
無料入園日：９月 16 日（月・祝）、10 月 13 日㈰・20 日㈰
　　　　　   ※９月 16 日は 65 歳以上の方のみ入園無料

優
勝

山
岡　

瑠
生
（
庄
原
中
１
年
）

第
54
回
庄
原
市
少
年
少
女　

水
泳
記
録
会

（
７
月
26
日
／
西
城
温
水
プ
ー
ル

水
夢
）

●
女
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

第
１
位

森
田　

萌
衣
（
小
奴
可
小
５
年
）

米
花　

奈
実
（
東
城
小
６
年
）

●
男
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

第
１
位

井
上　

優
太
（
東
城
小
５
年
）

中
村　
　

匠
（
東
城
小
６
年
）

●
女
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
１
位

石
川　

歩
果
（
高
小
５
年
）

山
﨑　

優
音
（
東
小
６
年
）

●
男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
１
位

森
山　

皓
太
（
高
小
５
年
）

瀧
本　

聖
空
（
庄
原
小
６
年
）

●
女
子
25
ｍ
自
由
形

第
１
位

太
田　

千
捺
（
西
城
小
５
年
）

●
男
子
25
ｍ
自
由
形

第
１
位

森
山　

皓
太
（
高
小
５
年
）

●
女
子
50
ｍ
自
由
形

第
１
位

石
川　

歩
果
（
高
小
５
年
）

県
大
会

小
川　
　

鈴
（
美
古
登
小
６
年
）

●
男
子
50
ｍ
自
由
形

第
１
位

末
廣　

理
太
（
板
橋
小
５
年
）

瀧
本　

聖
空
（
庄
原
小
６
年
）

●
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

渡
辺　

心
椛
（
東
小
５
年
）

●
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

高
柴
龍
之
介
（
八
幡
小
５
年
）

●
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

本
田
小
百
合
（
東
城
小
５
年
）

山
﨑　

優
音
（
東
小
６
年
）

●
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

田
邉　

優
空
（
小
奴
可
小
５
年
）

森
本
慎
太
郎
（
東
小
６
年
）

●
１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

第
１
位

中
村　
　

匠
（
東
城
小
６
年
）

水
藤　

美
咲
（
東
城
小
６
年
）

山
本　

彩
加
（
東
城
小
６
年
）

米
花　

奈
実
（
東
城
小
６
年
）

●
５
年
女
子
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
１
位

浅
邊　

智
尋
（
庄
原
小
５
年
）

山
口
小
友
季
（
庄
原
小
５
年
）

友
國　

涼
葉
（
庄
原
小
５
年
）

渡
邊　

怜
那
（
庄
原
小
５
年
）

●
６
年
女
子
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
１
位

石
川　

歩
果
（
高
小
５
年
）

二
上　

文
香
（
高
小
６
年
）

藤
﨑　

桃
佳
（
高
小
５
年
）

天
野　

椛
水
（
高
小
６
年
）

●
６
年
男
子
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
１
位

高
野　
　

凱
（
高
小
６
年
）

野
﨑　

康
輔
（
高
小
６
年
）

前
杢
狼
太
郎
（
高
小
６
年
）

森
山　

皓
太
（
高
小
５
年
）

●
５
・
６
年
混
成
２
０
０
ｍ
リ

レ
ー

第
１
位

高
柴
龍
之
介
（
八
幡
小
５
年
）

兼
次　

泰
政
（
八
幡
小
６
年
）

河
村　

隆
秀
（
八
幡
小
６
年
）

佐
藤　

凌
芽
（
八
幡
小
６
年
）

※
「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

中
国
大
会

第
24
回
全
日
本
Ｕ‐
15
女
子　

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
中
国
地
域
大
会

（
６
月
22
日
～
23
日
／
島
根
県
松
江

市
）

第
１
位

ア
ン
ジ
ュ
ヴ
ィ
オ
レ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

大
歳　

未
來（
庄
原
中
２
年
）

第
24
回
全
日
本
Ｕ
‐
15
女
子　

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
広
島
県
大
会

（
６
月
８
日
～
９
日
）

第
１
位

ア
ン
ジ
ュ
ヴ
ィ
オ
レ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

大
歳　

未
來（
庄
原
中
２
年
）

第
73
回
広
島
県
陸
上
競
技　
　

選
手
権
大
会

（
６
月
22
日
～
23
日
）

●
男
子
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル

第
５
位

平
田　
　

圭
（
板
橋
町
）

●
女
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル

第
２
位

谷
口　
　

優
（
神
辺
旭
高
３
年
・

東
城
町
）

第
22
回
広
島
県
高
等
学
校
ゴ
ル
フ

選
手
権
夏
季
大
会
・中
学
生
大
会

（
８
月
20
日
～
21
日
）
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お知らせInformation

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

６月・７月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶人事異動により新しく広報担当となりました。ま
だ使い慣れていない一眼レフカメラを持ってイベン
ト会場などへお邪魔すると思いますので、よろしく
お願いします。
▶本号を最後に広報紙編集の主担当を交代すること
になりました。約３年と半年、自分なりに頑張りまし
た。読者の皆さん、ありがとうございました。今後も編
集には関わりますが、　さんにバトンタッチです。

９月・10 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　「Ｔシャツ」
　と　き　10月28日㈪　※９月は休講します。
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定　員　①②各12人
　参加費　5,000円
▶展示・販売＆イベント
○庄原実業高校　庄実農業クラブ
　※学校で生産した農産物の販売
　と　き　９月 14日㈯・10月 12日㈯　10時～
○瀬戸内海産物特選市（音戸ちりめん、珍味など）
　と　き　毎週土・日曜日　※毎月開催予定
○無人島キャンプ　パネル展
　と　き　９月 25日㈬～ 10月７日㈪
○ゆめさくら秋祭り
　と　き　10月 12日㈯・13日㈰（予定）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
第 15 回庄原絵手紙大賞作品展
とき　10月８日㈫～10日㈭　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工林業課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

９月27日㈮ 庄原市役所
本庁舎

10時～11時30分
12時30分～15時

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

令和元年７月末現在

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３５，０８３人（前年比－６７０人）　
男　　１６，６９４人（前年比－３１１人）　
女　　１８，３８９人（前年比－３５９人）
世帯数　１５，５４３世帯（前年比－１１８世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４２８人（前年比＋５５人）
○庄原地域　１７，８５４人（７，９３９世帯）
○西城地域　　３，３３３人（１，４１４世帯）
○東城地域　　７，５６８人（３，４９９世帯）
○口和地域　　１，９５６人　　（８０２世帯）
○高野地域　　１，７３３人　　（６７１世帯）
○比和地域　　１，３３０人　　（６０６世帯）
○総領地域　　１，３０９人　　（６１２世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

９月22日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
29日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

10月６日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
13日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
20日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　10 月９日（水）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

10 月

庄原市食農教育モデル事業

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1132

　庄原市食農教育モデル事業は、地域の農業や食の安全などへの
関心・理解を深めるため、市内の小中学校が行う“地域の子どもた
ちに「食」と「農業」の大切さを学習する機会を提供する取り組み ”
への支援をしています。
　本年度は、市内の小学校13校がこの事業に取り組んでいます。
学校田・学校菜園での米、野菜づくりのほか、りんごやぶどう、ブルー
ベリー、コンニャクなど、それぞれの地域の特色にあわせ、作物の
栽培や作業・加工体験を行っています。
　「あいがも農法」などを通じて、地域で行われる米づくりを学んだ
り、「大花田植え」で地域の伝統文化である「田楽」を発表するな
ど地域の歴史や文化を学んだりするなど、毎日食べる「お米」とそ
れができるまでの「農」の結び付きへの関心を促す、特徴的な取り
組みが行われています。
　栽培・収穫された作物は、調理実習で自ら作ったものを食べたり、
学校行事で地域の方に振る舞ったりするほか、販売も行われていま
す。こうした地域の人々との交流も、食に関する関心・意欲の向上
につながり、地域農業への理解を深めることに結びついています。

りんごの摘果を体験する
高野小学校児童

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

庄
原

東
城

　　と　き　９月24日㈫　12時15分～ 55分
　　ところ　市役所１階市民ホール
　　と　き　９月24日㈫　17時 30分～18時 30分
　　ところ　東城支所１階市民ホール

長唄・三味線、ピアノ、朗読による演奏会
出演者　川

かわひがし

東陽
は る か

華・山
やました

下雅
まさのぶ

靖・吉
よしおか

岡和
か ず お

男
演奏曲目　「大薩摩」、長唄「秋色種」、山下雅靖作
品より「清盛断章」ほか（長唄・三味線、ピアノ）・
「耳なし芳一」（長唄・三味線、ピアノ、朗読）
▶川東陽華（三味線・長唄）…東京藝術大学音楽学
部邦楽科長唄三味線専攻卒業。同年、皇居内の桃華
楽堂にて御前演奏。藝大OBによるグループ「Group4」
所属。長唄協会会員。
▶山下雅靖（ピアノ）…エリザベト音楽大学ピアノ
コース卒業。1990年にリサイタルを開催以来、積極
的に演奏活動を続ける。ぴあの学校代表。
▶吉岡和男（バリトン・朗読）…広島大学教育学部
高等学校教員養成課程国語卒業。第 32回 TIAA全日
本クラッシック音楽コンサート優秀賞。東京国際芸術
協会会員。

比和自然科学博物館  ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

　比和自然科学博物館では、平成 27 年から３年かけて実施した
吾妻山植物調査の結果を取りまとめた「吾妻山植物誌」を平成
29 年 11月に発刊しました。
　この発刊を記念して現在、第 80 回特別展を開催（10 月６日ま
での予定）しています。「吾妻山植物誌」の内容を紹介するとともに、
世界的に著名な植物学者牧

ま き の と み た ろ う

野富太郎が植物採集研修で吾妻山を
訪れた記録と、植物画の原画などを展示しています。
　吾妻山の植物を紹介するコーナーでは、平成 29 年 8 月に庄原
市天然記念物に指定されたアカイタヤをはじめ、吾妻山を代表す
る植物 9 種を写真と標本で紹介するとともに、広島県で初めて発
見されたエゾフユノハナワラビなど 3 種のシダ植物や、新種認定
されているヒバキンポウゲなど貴重な植物標本 8 種を展示してい
ます。
　牧野富太郎を紹介するコーナーでは、94 年の生涯の中で特筆
すべき出来事を紹介するとともに、70 歳（昭和 7 年）の頃に帝釈峡・
美古登山地方植物採集会として吾妻山を訪れたときのことや、比
婆科学教育振興会廣

ひ ろ せ し げ と

瀬繁登初代会長との植物の名称に関する手
紙のやりとりなどのエピソードを紹介しています。
　さらに、高知県立牧野植物園から借りた植物画 13 点や牧野富
太郎愛用の品々も展示しています。中でも貴重なものが、当時日
本にはないとされていた食虫植物ムジナモを牧野富太郎が発見し
描いた植物画です。この植物画は当時世界的な植物学者エング
ラーが監修した学術書「植物界」に転載されて大評判となり、牧
野富太郎の名前が世界に知れ渡りました。
　また、庄原市在住の伊

い と う ゆ き と し

藤之敏さんが描いた、カエデの仲間の
植物画も展示し、見所満載の特別展です。

「植物学者 牧野富太郎が
                  登った吾妻山」開催中

比和自然科学博物館第80回特別展

　－吾妻山植物誌の完成を記念して－

ムジナモの植物画『高知県立牧野植物園所蔵』
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問い合わせ　里山を楽しむ町イベント実行委員会（総領自治振興センター内  ☎０８２４－８８－３０６７）

※繁忙期など無料とならない日もあります。詳しくはホームページ（https://www.shobara-furari.jp/）をご覧ください。

市内の飲食店や観光レジャー施設で使えるドリンク無料券や温泉施設の
入浴割引などが付いたクーポン冊子。里山の駅庄原ふらりで無料配布
しています。

● 問い合わせ／備北丘陵公園北エリア運営協議会（事務局：観光振興課観光振興係 ☎0824-73-1179）

肉の串焼き、ホルモン焼き、唐揚げ、
神石牛バーガー、天然酵母パン、焼き菓子、
ジェラート、手作り雑貨、ハーバリウム、
ワークショップ、庄原市の特産品などが当たる抽選会

と き

内 容

10：00～15：00

９/29 日

おいしいお肉のお店や子供服や手作り雑貨のお店、手形・足形アートなどの
ワークショップができるお店が約30店舗集まります。
ぜひお立ち寄りください。

と　き  10 月13 日 （日） 10時～15時

ところ  庄原市役所総領支所 裏芝生広場

総領おいでん祭 2019

　２年に１度開催する総領町最大の
お祭り「総領おいでん祭」。
　地域団体などによりバザーが開か
れ、特産品やおいしい食べ物などが
販売されます。
　ステージでは各団体の発表などが
行われ、午後には、歌手の角川博
さんによる歌謡ショーで祭りを盛り
上げます。
　ぜひ、会場にお越しください。

〒
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